
支援事例④

テーマ：女性経営者の連携で販路開拓！
コロナ禍からの脱出を図る

令和5年3月16日

三重県よろず支援拠点
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髙垣 和郎
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グループ 名 みえＯＫＡＭＩの会
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メッセージ：
つながりをつくり、三重の魅力を表現するおかみ（Ｏ
ＫＡＭＩ）たちの集まり。
つながりを大切にし、キラキラとした瞳に夢を・・・
女性ならではのアイディアを県外に異業種連携でどの
ように表現できるかのチャレンジです。ヒト・モノ・コ
トをどのように表現できるか。地域産品を女性からの視
点を加えたことで、女性をはじめ、これまでとは違った
層に三重の産品の良さを感じてもらえたら・・・そして、
ファンになってもらいたい！
今回は「ＯＫＡＭＩが語るとっておきの伊勢の魅力」
をテーマにお届けします。
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「座・みえ ＯＫＡＭＩ フェスタ」2022
企画

日時：令和4年７月７日木曜日 17：00～19：00
８日金曜日 11：00～19：00
９日土曜日 11：00～16：00

場所：東京 日本橋 三重テラス ２階
東京都中央区日本橋室町2-4-1YUITO ANNEX2階

主催：「座・みえＯＫＡＭＩフェスタ」実行委員会

みえのものすごいおかみ
の面々が、とっておきの
伊勢の魅力を伝えます！
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■企画内容
(１)七夕まつり
幸せを呼ぶとっておきのOKAMI七夕タイム

7月7日木曜 18：30～
田丸神社の宮司が今回OKAMIの七夕の笹の前で願いを叶える特別のお祓い

(２)三重県の魅力を語るミニトークイベント
三重のおかみと伊勢うどん大使・石原壮一郎さん(大人力のコラムニスト)が

語る

「ＯＫＡＭＩが語るとっておきの伊勢の魅力」
トーク

(３)各社ブースによる
体験プレゼンテーション・商談会

(４)販路等相談会
三重県内の地域産品の販路・マッチング等相談会



事業の現状と
相談のきっかけ

ヒアリングによる
課題の整理

●売上の減少と販路拡大への取り
組み

・三重県などが主催する販路拡大の販
売会や商談会に参加するうちにイベン
トばかりが続いている。
このままでいいのか？
それぞれがオリジナル商品を開発し、
販路開拓したが頭打ちを感じている。
何らかのきっかけで事業を継承された
相談者は、事業の継続をかけ日々奮闘
されている。

●今までにない販路の新規開拓の
必要性

・従来の市場において新商品開発や販路開
拓の必要性を強く感じていた。
また、商談会・展示会など販路拡大施策等
には積極的に参加しているが商品構成や流
通業者との商談で新しいアプローチの必要
と感じてきた。
県内外の商談会や物産展の出展者に女性が
多いことに気づき、バイヤー等を相互に紹
介しあうことで強みを活かした販路開拓を
考えたが方法がわからない。
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●コロナ禍でも女性経営者
連携で販路開拓を目指す！

・女性経営者が互いの強みを生か
した共同での販路拡大コミュニ
ティを提案。
①同じ思いの事業者への声掛け
②目標をつくる
③出来る施策を考える
名称を「みえOKAMIの会」とし、
当初は三重県アンテナショップ三
重テラスでので「みえOKAMIﾌｪｽ
ﾀ」を開催してきた。
また「みえOKAMIセット」を商品
化し、三重テラスやネット販売を
行なった。

取組内容と成果

●販売先の拡大によりコロナ禍
に負けない
・今回の取り組みによって、取り上げた商
品はＯＫＡＭＩ相互のバイヤー等の紹介に
よる販売先の拡大により、コロナ禍にも拘
らず概ね20％以上の販売拡大に繋がってい
る。またコロナウイルスの感染拡大の深刻
化で販売が落ち込む中、本年の連携による
新商品「みえＯＫＡＭＩセット」販売によ
るパブリシティ効果で、大きな落ち込みも
なく三重テラスでは販売が伸びるほかネッ
ト通販など販売先の多様化にも一層広がり
を感じているところである。
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課題解決の
提案・アドバイス



2022/12/22朝日新聞日曜版Ｂｅ7面 ライター 菅原佳巳（すがわらよしみ）
ご縁ができて掲載に結び付く！



事業者の声

みえＯＫＡＭＩの会は、三重よろず支援拠点コー
ディネーターの支援アドバイスなしにはここまで来
ることはなかった。当初の思い付きを形にする段階
での発想、その後の運営など常に伴走していただき
ここまで来れたと感じています。有難うございまし
た

コーディネーターコメント

三重県よろず支援拠点
髙垣和郎

販路拡大で様々な取り組みがなされ
ていますが、結局は自分がどう動く
かでクロージングが決まります。そ
のきっかけを作り、これからも伴走
できればと考えています。
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成果紹介


